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2021都県人事委員会勧告に向け
関東甲信越静人事委員会に対して、自治労各都県職労が要請書を提出

職員の奮闘に応える勧告を！若年層給与を抑制している公民比較の改善を！長時間労働を是正する改善を！
　自治労の関東甲信越静地区の都県職労は９月６日、各都県人事委員会に対して、2021人事委員会勧告に向けた要請書を提出しました。
　例年は、関東甲信越静人事委員会事務局長会議に直接要請を行っていますが、今年はコロナの影響で事務局長会議が書面開催となったための一斉行動です。

　自治労神奈川県職労も県人事委員会仲谷事務局長に要請書を手交し、次の点を強調しました。

1 人事委員会勧告は民間給与との均衡を図る制度であることは認識しているが、新型コロナウイルス感染症対策で奮闘している職員に対して、「民間のボーナスが下がったから引き下げる」ということでは、到底職員のモチベーションは持たない。職員の頑張りに応える勧告をお願いしたい。

2 人事委員会も若年層の給与水準の改善には関心を持っていただいていると思うが、神奈川県においては、人事委員会の「民間給与との比較方法」が国や他県と異なり、2級、3級が低い職位との比較（右表参照）となっていることが若年層の給与水準を抑制している原因となっている。国、他県との均衡というならば、国同様の比較方法に改善し、若年層の給与水準引き上げを勧告すべきである。

3 コロナ対策で多くの職員が過重労働状態にある。特に健康医療局では、この１年半以上にわたって過労死水準の長時間労働が続いている。保健師等の職員が倒れれば、県民のコロナ対応にも重大な影響を及ぼす。また、応援職員を送り出している所属においても疲弊している。私たち県職員の労働基準監督署として、過重労働を是正させるための勧告をぜひお願いしたい。


２０２１年人事委員会勧告に関する要請書
神奈川県人事委員会委員長

　　　　　小池  　治　様

茨城県職員組合中央執行委員長

栃木県職員労働組合中央執行委員長

群馬県職員労働組合中央執行委員長

自治労埼玉県職員労働組合中央執行委員長

自治労千葉県本部執行委員長

自治労東京都庁職員労働組合執行委員長

自治労神奈川県職員労働組合中央執行委員長

自治労山梨県職員労働組合中央執行委員長

長野県職員労働組合中央執行委員長

新潟県職員労働組合執行委員長

静岡県職員組合執行委員長

日頃から地方公務員の適正な賃金・労働条件の確保に向け、ご尽力いただいている貴職に敬意を表します。

　さて、地方公務員をとりまく環境は年々厳しさを増し、働き方改革、定年引き上げなど大きな課題が山積するなか、各自治体職場においては、新型コロナ感染症拡大防止、自然災害や豚熱（CSF）への対応など、予測できない事態に対しても、公務・公共サービスに従事する労働者として全力で奮闘しています。職員が住民の期待に応え、より質の高い公務・公共サービスを確実に提供していくためには、職員の雇用の安定と賃金・労働条件の改善・確保が不可欠です。

　人事院は、８月10日、政府と国会に対して 2021年の官民較差に基づく国家公務員の給与等に関わる勧告・意見の申出を行いました。各人事委員会では、2021年の月例給および一時金に関する報告・勧告に向けた作業が本格的に進められているものと承知しています。

良質な公務・公共サービスを提供していくためにも、職員の士気の確保が重要です。貴職におかれましては、地方公務員の生活を守るため、独自性をもって適切な給与・労働条件の勧告を行うという人事委員会の最も基本的な使命を改めて認識され、下記事項の実現に向けて当該組合との協議を十分に行い、勧告・報告に反映されるよう強く要請します。

要請項目1～38


民間企業との職務対応


神奈川県�
国（多くの県）�
�
職務の級�
民間従業員の職務�
職務の級�
民間従業員の職務�
�
�
企業規模500人以上�
�
企業規模500人以上�
�
10級～５級�
略�
10級～５級�
略�
�
4級�
係長�
4級�
係長�
�
3級�
主任�
3級�
係長�
�
2級�
上級係員�
2級�
主任�
�
1級�
係員�
1級�
係員�
�









オンライン同期会を自治労かながわ青年部が開催！


８月２９日（土）午後７時から、２０・２１年度入庁職員を対象にオンライン同期会を開催し、約３０名の職員が参加しました。


会の冒頭では、青年部の幹事が開会の挨拶を行い、乾杯をしました。その後、入庁年度ごとに部屋(ブレイクアウトルーム)に分かれ、自己紹介や会話を楽しみました。コロナで同期のつながりが持てない中、初めて会う同期の話を、皆さん興味深そうに聞いていました。


新型コロナウイルス感染症に関する業務に奮闘している職員の話も多く出ました。保健福祉事務所など現場で奮闘している職員からは悲鳴に近い御意見も寄せられました。中には、業務時間外の呼び出しが無給のため自腹を切って宿泊しているという切実な現状も。コロナ業務応援が直前に決まり、通常業務に支障が出ているという意見もありました。


また、給与に関する話も出ました。多くの職員から｢もう少し手取りが増えてほしい｣｢住居手当が低すぎる｣などの意見が出ました。今年８月１０日に人事院からボーナスカットの勧告が出たことに関して、コロナ対応業務に当たる職員からは｢これ以上給与を減らされると、業務へのモチベーションが保てるか分からない｣といった声もありました。


新規採用職員からはメンターに関する話も出ました。メンターからは手取り足取り教えてもらっているという職員もいましたが、中には｢誰が自分のメンターなのか分からない｣｢メンターが忙しそうで話し掛けにくいし、後回しにされる｣という職員も。


会の途中では組合紹介を行いました。パワーポイントで紹介資料を画面共有しながら説明を行いました。説明後、｢組合に対する見方が変わった｣｢同年代の組合員から説明を聞くことができて良かった｣という御意見が多く寄せられ、これを機に新たに自治労の仲間に加わってくれた職員もいました。


終始楽しく会を進めることができました。参加者の皆様、ありがとうございました。（「自治労かながわ青年部通信」から転載）








酷暑・悪臭…過酷な現場での作業～豚熱対応


「職員の〝滅私奉公の精神〟を搾取し過ぎでは」





　７月８日、相模原市内の養豚場で豚熱（ＣＳＦ）の発生が確認されました。同日夜に開催された県危機管理対策本部会議において、発生養豚場における飼養豚約4400頭の殺処分が決定されました。


環境農政局等所属の職員が中心となって豚の殺処分業務に従事することとなり、青年部の組合員も当該業務に当たりました。その業務内容の一部を紹介します。


全体を概観すると幾つかのチームがあり、①豚を殺処分するチーム、②レンダリング（死骸を破砕・煮沸して無害化）するチーム、③レンダリングされてドロドロになった遺骸を箱につめるチーム等が主にありました。


①について。獣医師職員が豚を直接電殺します（ガス殺も併用した模様）。他県から派遣された獣医師職員も多くいました。獣医師以外の職員は、豚舎に入って豚を追い込む業務に当たりました。


②について。レンダリング機械の設置場所選定を巡って混乱があり、殺処分済みの豚の遺体が数日間放置状態に。真夏の暑い時期のため腐乱の状態が著しく、凄まじい悪臭が漂っていました（蛆がわいたり、謎の汁が出たりも）。


③について。レンダリング後の消毒されたドロドロの遺骸（内臓等）を箱に詰めます。その後、その箱は地下に埋められます。


①～③は「現地組」と呼ばれ、その現地組を支えるベースキャンプ（ＢＣ）組もありました（ほかにも、関係車両の消毒作業組もありました）。


ＢＣ要員は１２時間勤務の２交代制。現地組の送り出し準備や現地への送迎、資材の管理等を担いました。24時間体制で殺処分のシフトが組まれていたため、夜勤のＢＣ要員はまとまった仮眠がとれず、生活のリズムが崩壊。本務業務ができず、残された職員が通常業務を回すことになりました。


現地を担当した職員は相当疲弊しました。前述のとおりレンダリング時は相当の悪臭であり、しばらく食事ができない職員がいました。


また、酷暑の中、防護服を着なければならない上に、大きな豚を扱う力仕事。熱中症で緊急搬送された職員が複数いました。そもそも休憩所にエアコンがなく、外にテントを張っただけのものであったため、汗だくで帰って来た職員にはかなりキツイものがありました。また、テントが狭く、全員が入りきれないため、テントから外れて日なたで休憩をとる職員もいました。更に、シャワーがないため、身体に染みついた悪臭と汗を洗い流すことができず、そのまま解散場所（本厚木駅）へ行くことに。


過酷な現場の中、ある幹部職員が「県は、職員の〝滅私奉公の精神〟を搾取し過ぎだと思う」とポツリ。皆さま大変お疲れさまでした。


（「自治労かながわ青年部通信」から転載）








